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蔵蔵

その１７

今月の案内人

池浦町　木村　 巖 さん
いわお

★首なし地蔵
　（池浦町）

★�

安城農林高校�
愛知県農業�
総合試験場�

首なし地蔵�

ＪＲ東海道本線�

安安
城城
農農
林林
高高
校校
のの
正正
門門
かか
らら
西西
にに

メメ
ーー
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トト
ルル
ほほ
どど
行行
っっ
たた
交交
差差
点点
のの
角角
にに
ああ
るる
首首
のの

無無
いい
おお
地地
蔵蔵
ささ
んん
。。
しし
かか
しし
、、
もも
とと
もも
とと
首首

がが
無無
かか
っっ
たた
訳訳
でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
なな
ぜぜ
、、

ここ
のの
よよ
うう
にに
なな
っっ
てて
しし
まま
っっ
たた
のの
でで
しし
ょょ
うう

かか
？？初初

めめ
にに
ここ
のの
おお
地地
蔵蔵
ささ
んん
がが
置置
かか
れれ
てて
いい

たた
のの
はは
、、
現現
在在
、、
愛愛
知知
県県
農農
業業
試試
験験
場場
がが
ああ

るる
辺辺
りり
でで
すす
。。
明明
治治
のの
ここ
ろろ
、、
ここ
ここ
にに
はは
刈刈

谷谷
とと
岡岡
崎崎
をを
結結
ぶぶ
街街
道道
がが
通通
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。

そそ
ばば
にに
はは
松松
林林
がが
ああ
りり
、、
旅旅
人人
がが
ここ
のの
辺辺
りり

をを
通通
りり
過過
ぎぎ
るる
とと
きき
にに
キキ
ツツ
ネネ
にに
たた
ぶぶ
らら
かか

ささ
れれ
るる
ここ
とと
がが
よよ
くく
ああ
っっ
たた
そそ
うう
でで
すす
。。
しし

かか
しし
、、
おお
地地
蔵蔵
ささ
んん
のの
前前
まま
でで
くく
るる
とと
、、
夢夢

かか
らら
覚覚
めめ
たた
よよ
うう
にに
意意
識識
がが
はは
っっ
きき
りり
とと
しし
、、

道道
もも
明明
るる
くく
感感
じじ
らら
れれ
るる
よよ
うう
にに
なな
っっ
たた
とと

いい
いい
まま
すす
。。

おお
地地
蔵蔵
ささ
んん
のの
首首
がが
無無
くく
なな
るる
事事
件件
がが
起起

きき
たた
のの
はは
、、
ここ
のの
地地
域域
にに
明明
治治
用用
水水
がが
通通
っっ

たた
ここ
ろろ
のの
ここ
とと
でで
すす
。。
開開
墾墾
のの
たた
めめ
にに
ここ
のの

土土
地地
にに
やや
っっ
てて
きき
たた
人人
がが
、、
ここ
のの
おお
地地
蔵蔵
ささ

んん
のの
世世
話話
をを
しし
てて
いい
たた
人人
とと
いい
ささ
かか
いい
をを
起起

ここ
しし
、、
腹腹
いい
せせ
にに
おお
地地
蔵蔵
ささ
んん
のの
頭頭
をを
鍬鍬
でで

く
わ

壊壊
しし
てて
しし
まま
っっ
たた
のの
でで
すす
。。
ここ
のの
人人
はは
罰罰
がが

当当
たた
りり
、、
眼眼
がが
痛痛
くく
なな
りり
、、
何何
もも
見見
ええ
なな
くく

なな
っっ
たた
とと
いい
うう
話話
がが
現現
在在
にに
伝伝
わわ
っっ
てて
いい
まま

すす
がが
、、
壊壊
しし
たた
際際
にに
飛飛
びび
散散
っっ
たた
石石
のの
破破
片片

がが
眼眼
にに
入入
っっ
たた
とと
いい
うう
ここ
とと
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ

んん
。。
そそ
しし
てて
、、
ここ
のの
おお
地地
蔵蔵
ささ
んん
はは
、、
首首
がが

無無
いい
かか
らら
とと
粗粗
末末
にに
扱扱
わわ
れれ
るる
ここ
とと
はは
なな
くく
、、

眼眼
にに
御御
利利
益益
がが
ああ
るる
とと
しし
てて
、、
人人
々々
のの
信信
仰仰

をを
集集
めめ
まま
しし
たた
。。

そそ
のの
後後
、、
農農
業業
試試
験験
場場
やや
道道
路路
のの
拡拡
張張
にに

伴伴
いい
、、
数数
回回
のの
移移
転転
のの
後後
、、
現現
在在
のの
位位
置置
にに

移移
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
しし
かか
しし
、、
昔昔
とと
変変
わわ
らら
ずず

現現
在在
もも
地地
域域
のの
人人
々々
にに
大大
切切
にに
ささ
れれ
てて
いい
るる

おお
地地
蔵蔵
ささ
んん
はは
、、
今今
日日
もも
道道
行行
くく
人人
々々
をを
見見

守守
っっ
てて
いい
るる
のの
でで
すす
。。


